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Webhookとは
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Webhookとは

Webhook機能を使うと、kintoneからPDF出力が完了したタイミングを感知して、御社独自の処理を呼び出す事が出来るようになります

①PDFの出力が完了した時

②この帳票にWebhookのアドレ
スが設定されていれば、そのアドレ
スに作成されたPDF情報がPOST
されます

※Webhookの機能は帳票タイプが「レコード

個別タイプ」のPDF出力の時のみ有効です
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WebhookでPOSTされる情報

{
"$id": "3", ←レコード番号

 "user": "DEMO", ←kintoneのユーザー名
 "app_name": "伝票", ←k-Report上でのkintoneアプリ接続名
 "report_name": "請求書", ←帳票名
 "file_name": "請求書_2023-07-28_09-27-53_DEMO_m0002_test9.pdf" ←出力されたファイル名
}

k-ReportからのWebhookの情報は
メソッド：POST
で送信されます。

送信される情報のパラメータサンプルは下記の通りです。
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